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パナソニック コネクト
ACASマイグレーションの効率化を促進
4K-STBラインアップをクラウドで機能強化
パナソニック コネクトはエントリーモデル「TZ-LS500B」など、C-CAS から ACAS へのマイグレーションを
効率化でき、ニーズに合わせた 4K-STB のラインアップを揃えているのが強みだが、さらにクラウドを活用し
た機能強化を進めている。これらの STB は、マイグレーション時の利点だけでなく、日常的なサポートの効
率化、ユーザーのテレビ視聴促進の効果も期待できる。同社の STB は ACAS 対応と放送事業の維持・拡大
という課題を抱えたケーブルテレビ事業者にとって、有力な選択肢になりそうだ。� （取材・文：渡辺 元・本誌編集長）

4機種の4K-STBラインアップ

　現在、パナソニック コネクトの 4K-STB のラインアップは

4機 種。最も高性能なブルーレイ対応モデル「TZ-BT 

9000BW」は、4Kトリプルチューナーを搭載しているハイエ

ンドモデル。2K のブルーレイ対応モデルを使用しているユー

ザーの ACAS マイグレーションはこのモデルが使用される。

ACASマイグレーションで主に使用されるのは、それに続く3

機種だ。DVRモデル「TZ-HT3500BW」はハードディスク内

蔵、ベーシックモデル「TZ-LT1500BW」はハードディスクの

ないモデル、そしてエントリーモデル「TZ-LS500B」は同社の

STBで最も小型のモデルとなっている。この 3 機種は同じプ

ラットフォームで開発された兄弟モデルで、DVR モデル、ベ

ーシックモデル、エントリーモデルのそれぞれで機能を最適化

し、ACASマイグレーションで STBを置き換える際のケーブ

ルテレビ事業者のきめ細かなニーズに対応できる。

　機能の違いとしては、DVR モデルとベーシックモデルは

トリプルチューナー（内4K チューナーはダブル）、無線

LAN、ホームサーバー機能を搭載しているが、エントリーモ

デルはシングルチューナー搭載、無線 LANとホームサーバー

機能は非搭載だ。一方、ACAS マイグレーション時の STB

置き換え作業を効率化する機能、主要な OTT のアプリ搭載、

使いやすいリモコンや、今後提供を検討している遠隔サポ

ート機能、高度なレコメンド機能、ケーブルテレビ事業者に

よる独自アプリ対応など、事業者とユーザーにとって価値の

高い機能やサービスは共通している。

　発売はブルーレイ対応モデルが 2022 年 3 月、DVR モデ

ルとベーシックモデルが 2021年 2月、エントリーモデルが

2020年 11月と少し年数が経っているが、クラウドを活用し

た高機能化が予定されている。ACAS マイグレーションにと

もなう設備投資をできるだけ抑えたい中小のケーブルテレビ

事業者にとって、高機能なDVR モデル、ベーシックモデルと、

最も低コストのエントリーモデルは最適な製品だ。

STBの置き換え作業をクラウドで効率化

　DVR モデル、ベーシックモデル、エントリーモデルの 3 機

種はいずれも、 ACAS へのマイグレーションにともなうSTB の

置き換え作業をクラウド活用で効率的に行える「設置効率化サ

ービス」を利用できる（【図1】）。通常の置き換え作業では、設

定情報を入れたUSBメモリを STB に挿してセットアップする

が、同サービスのクラウド簡単設置機能は、ネットワークに

STBを接続するだけでクラウドから設定情報を簡単にダウンロ

ードできる。作業時間を短縮できるだけでなく、USBメモリの

準備が不要で、紛失する恐れもないセキュアな方法だ。
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RF・IP放送の新戦略で視聴者を掴む！

連載特集「2030ケーブルビジョン」 5 　放送事業 編

　同サービスの個別設置情報引継機能は置き

換えられる旧STBの個人の設定情報などをク

ラウドにアップし、新 STBにダウンロードできる。

旧STBの録画予約なども新 STBにすぐに引き

継げる。置換えダビング機能は旧STBで録画

した番組を新 STBにまとめて一気にダビングで

きる機能。1番組ずつ指定してダビングする手

間がかからない。高度ケーブル自主放送への切

り替え時の運用変更は、現地で作業する必要

はなく遠隔からSTBの設定変更ができる。

　機能アップ時のソフトウェアのダウンロード

としては、BSの放送波を使うオンエアダウン

ロードにも対応している。「ヘッドエンドからの

ダウンロードでは、ケーブルテレビ事業者様が

ヘッドエンドで面倒な作業をしなければなりま

せん。オンエアダウンロードの場合、ケーブル

テレビ事業者様側での作業が発生しないため、作業効率化に

つながると考えています」（パナソニック コネクト株式会社 

現場ソリューションカンパニー 映像メディアサービス本部 ソリ

ューション総括部 開発部 シニアマネージャー 岩本卓紀氏）。

　なお、この 3機種は将来的な IP 放送にも対応予定。ソフ

トウェアの更新によって、現在の製品をRF/IP のハイブリッ

ド型 STB に更新できるため、IP放送に切り替わった際に

ケーブルテレビ事業者が STBを置き換える必要はない。

コールセンターからSTBを遠隔サポート

　パナソニック コネクトは STB の置き換え時だけでなく、

普段のサポートも効率化する。同社が提供する「STB 現場

サポートサービス」は、遠隔でケーブルテレビ事業者のコー

ルセンターとユーザーをつないで、STB の状態を把握したり、

遠隔で操作できる。多くのケーブルテレビ事業者では、人手

不足が大きな課題になっている。同サービスはコールセンタ

ーと技術者のサポートにかかる時間を短縮する。

　ケーブルテレビ事業者のコールセンターにユーザーから

STB の不具合などの問い合わせ電話が来たとき、オペレー

ターはユーザーの STB にどのようなことが発生しているの

か、電話だけではよくわからないケースが多い。技術者がユ

ーザー宅を訪問しても、テレビの入力切り替えだけで問題が

解決するなど、本来不要な訪問対応に時間が費やされるこ

とも多い。それに対して同サービスはユーザーの STB の状

態をコールセンターから把握し、遠隔で操作できる。

　具体的には、STB の電源操作、チャンネルの選局、テレビ

のHDMI 入力切り替え、リセット、リモコンのモード切り替え、

といった操作が遠隔で可能だ。コールセンターのPC 画面でユ

ーザーの STB IDを入力するだけで、STBの電源が入っている

か、リモコンのモード、ハードディスクの良否、チューナーを使

っているか、受信レベル、エラーパネル表示の履歴などがすぐ

に表示される。STBから出力されている画面をキャプチャする

こともできるため、ユーザーの画面表示状態を見ることもできる。

　問題の想定原因と対処方法を表示する機能も便利だ。電

源が入らない、映像が出ない、リモコンが利かない、といっ

た主な症状をオペレーターが PC画面上で選択すると、想定

される原因と対処方法を表示してオペレーターを支援する。

従来、技術者にサポートをエスカレーションしていた案件で

も、オペレーターだけで対応できるケースが増えると期待で

きる。エスカレーションするより対応時間も短縮される。

　「画面に表示されたアドバイスに従えば、オペレーターの方が

技術的な解決策も含めて、より迅速・確実に対応できるように

なります。2023年 7月のケーブル技術ショーでこの機能を展示

したところ、ケーブルテレビ事業者様の方 に々とても好評でした。

デモの依頼が相次ぎ、担当者はデモセットを持って全国を飛び

回っています」（パナソニック コネクト株式会社 現場ソリューシ

ョンカンパニー 映像メディアサービス本部 ソリューション総括

部 事業推進部  STB 企画課 マネージャー 山内隆広氏）。

　同サービスは 2024年度に提供を開始する予定で、同年

度中に複数の事業者が同サービスを導入する見込みだ。

エントリーモデルも主要なOTTアプリを搭載

　この 3 機種はケーブルテレビ事業者だけでなくユーザー

のニーズにも応えている。その代表が、主要な OTT のアプ
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【参考】クラウドによる設置効率化サービス

No. 項目 内容

① クラウド簡単設置
• クラウドによる設置設定データ、最新ソフトウェアの一元管理
• 設置設定作業およびソフトウェア更新作業を一連で実施
• 有線 無線 やスマホによる テザリングでクラウドにアクセス（ 加入者宅ネットワークの考慮不要）

② 個別設置情報引継 • 交換時に、交換前 の設置情報を交換後 に引継
（ネットワーク接続情報、お好み選局設定、チャンネルスキップ設定、暗証番号、予約一覧）

③ 録画物引継 • 交換時に、交換前 で録画した 録画物を交換後 に引継

■ 設置時の作業を効率化することで、事業者様の人手不足緩和やコストを削減
■ 交換時に交換前の使用環境を引継ぐことで、加入者様の利便性を向上し、顧客満足を向上
■ 設置設定に使用するデータをクラウド化することで、 メモリー紛失リスクを低減

 ーブルテ   業者 

設置指示

①クラウド簡単設置

加入者 宅
クラウド

交換後
 TB

設置時
ダウンロード

テザリング
有線 無線 接続

又は

• 郵便番号の入力で、
ダウンロードする設置
設定データを選択可
能

②個別設置情報引継

交換前 交換後

毎 
アップロード
(  Bテザリング使用不可) 交換時

ダウンロード

クラウド

加入者 宅

テザリング
有線 無線 接続

又は

• 交換前 は、インター
ネット接続された状態で
あれば、毎 、自動的に
クラウドに引継データを
アップロード

• 交換前ST の -
 AS番号または
A AS番号を入力す
る とで、交換前
ST を  け

③ 録画物引継

テザリング
有線 無線 接続

• ST 交換時に交換前ST で録画した番組を
交換後ST でも視聴可能

• 交換前ST はネット接続の動作する  あり

又は

ケーブル
付け替え

  B HDD

加入者 宅

交換前 交換後

交換時
アップロード

テザリング使用不可 交換時
ダウンロード

クラウド

• 交換前 は、局作業
者がサービスモードで引
継ぎ情報をアップロード

• 交換前ST の
A AS番号を入力
する とで、交換前
ST を  け
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【図 1】クラウドによる設置効率化サービス
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リを搭載していることだ。DVR モデルとベーシックモデルだ

けでなく、エントリーモデルにも Netflix、Hulu、DAZN、

Amazon Prime Video、U-NEXT、TELASA などのアプリが

搭載されている（【図2】）。YouTube は DVR モデルとベー

シックモデルに搭載、エントリーモデルには非搭載。

　「当社はお客様の使い勝手に関わる機能やサービスは、可

能な限りすべてのモデルに搭載するという方針です。エントリ

ーモデルでも有線 LAN 接続すれば、OTT アプリを存分に楽

しんでいただけます。今後もOTT アプリ搭載を拡大していき

たいと思います」（パナソニック コネクト株式会社 現場ソリ

ューションカンパニー 映像メディアサービス本部 ソリューシ

ョン総括部 事業推進部  STB企画課 参事 飯尾俊典氏）。

　同社の調査では、エントリーモデルでネットに接続してい

るユーザーの 40％以上が OTTを利用しているという。こう

したエントリーモデルユーザーのニーズに応えるサービスだ。

　OTTアプリ搭載はチューナーの搭載数を代替するものでもある。

「最近の番組視聴傾向を見ると、地デジ放送の見逃し配信の利

用が多く、録画をするよりもOTTで見逃し配信を見るという使い

方が増えているようです。当社 STBのOTTアプリ搭載は、この

ような視聴傾向の変化に対応したものでもあります」（飯尾参事）。

　3 機種はLAN 録画、ダビングの機能も備えている。これら

の機能は現時点で ACAS 放送にて採用されているHEVCフ

ォーマットに対応した受信機器がほとんど無いのが課題だ。そ

のため同社 STBでは ACAS の放送信号をHEVCからH.264

に変換してLAN 録画やダビングを行っている。C-CAS 放送

では当たり前だった機能をACAS放送でも可能にした。

視聴時間を増加させた高機能レコメンド

　ユーザーのニーズに応えるとともに、ケーブルテレビ事業

者にとっても解約防止や視聴時間拡大などの効果をもたら

すのが、対応を予定しているSTB番組レコメンドサービスだ。

各ユーザーの視聴履歴に応じたおすすめ番組を表示できる

（【図3】）。「どのような番組を放送中か放送予定かユーザ

ーが知ることができれば、多チャンネル放送はもっと視聴さ

れるようになります。結果的にはそれが解約防止につながる

と考えています」（山内マネージャー）。

　他社製品にもレコメンド機能は搭載されているが、番組のジ

ャンル分けが「スポーツ」「映画」「ドラマ」など大まかなものが

多い。それでは非常に多岐にわたっている現在の番組を分類で

きない。パナソニック コネクトのレコメンドは同社独自のカテゴ

リー分けをしており、例えば「スポーツ」の中でも「モータースポ

ーツ」、さらにその中の「4 輪レース」といった細かい分類や、プ

ロ野球チーム名などで分類されている。ユーザーは細かいジャン

ルを選ぶだけでも、自分の好きなコンテンツに絞り込める。タグ

付けは同社が自動的に行う。レコメンドの対象は、多チャンネル

放送、コミチャンなど幅広い番組だ。将来的には地上波、BS、

録画した番組もレコメンド対象にする機能追加を検討している。

　このレコメンド機能は2023年度、実際に湘南ケーブルネットワー

クのフィールドで実証実験を行ったところ、レコメンドを使用したユーザ

ーの多チャンネル放送の視聴時間が約30％増加するという結果が

出た。「ユーザーのお好みにマッチした精緻なレコメンドサービスを提

供することで、ケーブルテレビの多チャンネル放送の付加価値を向

上する下支えをしたいと思います」（岩本シニアマネージャー）。

　各ユーザーの STB での視聴履歴に基づいたレコメンドの

ほか、「注目番組」欄にはケーブルテレビ事業者が推す番組

も表示できる。STB 番組レコメンドサービスは、2024 年度

中のサービスインを予定している。

　また、近い将来の提供を検討している新機能もある。ケ

ーブルテレビ事業者独自のアプリケーションを STB に搭載

できるクラウドアプリ一覧機能だ。レコメンドサービスの画

面の中に、例えば、テレビで見るガイド誌や事業者からの告

知画面、河川監視カメラ映像など、ケーブルテレビ事業者

の独自アプリのアイコンを簡単に追加できるようになる。

❖

　エントリーモデル「TZ-LS500B」をはじめとするパナソニ

ック コネクトの 4K-STB のラインアップは、C-CAS から

ACAS へのマイグレーションにともなう4K-STB の置き換え

を効率的に実現できるだけでなく、日常的なサポートを効率

化し、ユーザーのテレビ視聴も増やせる製品として、ケーブ

ルテレビ事業者の注目と期待が高まっている。�

【図 2】主要 OTT のアプリを搭載
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番組レコメンド
STB番組レコメンド

⚫多チャンネルサービス、コミュニティチャンネルの番組をレコメンド (地デジ、BS、BS4Kは対象外)
⚫嗜好・視聴習慣を考慮したアルゴリズムでぴったりの番組をおすすめ。番組表から番組を探す必要なし
⚫今まで見ていなかったチャンネルからも興味をそそる番組をおすすめ、テレビサービスの魅力を向上

各テーマに基づきレコメンドされた
コンテンツを表示

いま見ることができる番組を「放送中」
アイコンで分かりやすく表示

カラーキーを利用し、主なジャンルの
おすすめにワンタッチで遷移

【図 3】使いやすくカテゴリー分けされた番組レコメンドサービス


